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6 コロナ禍における獣医学生研修及び職場体験の実施 

〇 寺崎敏明  浅野銀珠 

 

要 約 

 当所では、当所での実習を希望する獣医科大学生に対して実施する学生実習（以下、「参加型研修」と

いう。）及び獣医科大学の授業の一環として実施している学外実習（以下、「学外実習」という。）を行っ

ている。2020年以降は新型コロナウイルス感染症（以下、「コロナ感染症」という。）の流行により従来

の方法を変更して実施した。2020年は、参加型研修を中止し、学外実習は事前に作成した教材を活用し

たオンデマンド形式により開催した。2021年は、感染防止対策を徹底の上、5日間 3名の参加型研修を

実施し、学外実習は教材を更新してオンデマンド方式で実施した。2022年は 5日間 3名の参加型研修を

2 回とオンデマンド方式による学外実習を開催した。参加型研修は、都内酪農場で行う乳牛の繁殖検診

や高病原性鳥インフルエンザに係る実習等、実際に行う業務中心の内容とした。オンデマンド用教材は、

音声解説付きのスライドや動画を取り入れ理解し易く繰り返し視聴可能な内容とした。2022年から中学

生の職場体験を 3日間 2名の受入で実施した。参加型研修等を参考に中学生でも理解し易い内容に変更

して実施した。これら一連の取り組みは、獣医学生の学習意欲向上や産業分野関連獣医師への就業の動

機付け、中学生の職業観や勤労観の醸成、学ぶこと、働くことの意義を理解するための一助となった。 

 

 

 当所では、従来から大学や国の関連団体から

の獣医学生研修の受入れ要請に対し、「家畜保健

衛生所研修生受入要領」（以下、「要領」とい

う。）に基づき受入れの対応を行ってきた。しか

し、2020年初頭に日本国内でコロナ感染症患者

が初めて確認されて以降、私たちの社会生活に

様々な影響を及ぼす、いわゆる「コロナ禍」の

状況となり、学生研修も今まで通りの実施が困

難となった。コロナ禍が始まった 2020年以降は

時々刻々と変化する状況に則した研修対応の取

り組み、また地域中学生の職場体験を実施した

ので報告する。 

 

修生受入れ制度の変遷および受入れ実績 

 修生受入れ制度の変遷を図 1 に示した。近年、

産業動物獣医師および公務員獣医師の不足、獣医

系大学の教育改革といった背景から、国の支援事

業の実施、産業動物の参加型実習の拡充などの必

要性が高まり、家畜保健衛生所への獣医学生の研

修生受入に対する要望が増加した 1-3)。これを受

けて、2015年に要領を改訂し、受入体制の整備・

拡充に取り組んだ 4)。しかし、2020年以降、国内

でのコロナ感染症流行により、研修生の受入れも

感染状況に則した対応に変更した。 
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この間の研修生受入れ実績を表 1に示した。コロ

ナ禍以前の 2018 年、2019 年は、東京農工大学を

対象とした学外実習を年 1回開催し、参加型研修

を 3回計 9名に対して実施していた。2020年のコ

ロナ禍以降は、学外実習を参集して開催すること

が困難となり、大学の担当教官と協議を行った結

果、同授業をオンデマンド方式で開催することと

なり、当所は教材を作成し提供した。一方、参加

型研修は、2020年は受入れ中止となったが、2021

年以降はコロナ感染症防止対策を徹底の上、2021

年は 3名、2022年は 2回実施し計 6名の受入れを

行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍に対応した学外実習 

１ コロナ禍以前の学外実習 

 コロナ禍以前に実施していた学外実習の内容

を図 2に示した。実習時間や対象学年、人数は図

に示すとおりで、実施内容は、家保の事業概要と

公務員獣医師の仕事の座学のあと、施設見学およ

び各病鑑担当者からの説明、防護服の着脱体験、

鳥インフルエンザ等の現況と防疫対策の座学等

を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

２ コロナ禍以降の学外実習 

 コロナ禍以降は、オンデマンド方式による実

習を開始した（図 3）。当所では、「家畜保健衛生

所の概要」、「防護服の着脱」、「養鶏場で実施し

た防疫演習」について教材を作成しオンデマン

ド実習に供した。また、2022年「高病原性鳥イ

ンフルエンザ及び豚熱発生時の防疫対応」を追

加して提供した。コロナ禍以降に行ったオンデ

マンド方式のメリットとして参集によるコロナ

感染の危険が無いこと、都合に合わせた視聴が

可能であること、繰り返し視聴が可能なため理

解が深まる、と言う点が挙げられる一方、あく

までも視聴による授業であり実体験ではないの

で実際のイメージが掴みづらい面も危惧され

た。（図 4）。

 
 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍に対応した参加型研修 

１ コロナ禍以前の参加型研修 

 コロナ禍以前に実施していた参加型研修の内

容は表 1のとおりであった。全国の獣医科大学か

ら 10名前後の学生が当所に参集し、5日間に及ぶ

検査や農場での実習を体験している。 
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２ コロナ禍以降の参加型研修 

研修を希望した理由について、修生受入れ調書

から抜粋した（表 2）。共通した理由として、現場

の様子を知りたい、実際の仕事、働く現場を経験

したいという点に集約されていたため、研修生の

ニーズに沿うよう乳牛の繁殖検診への参加によ

る現場体験、高病原性鳥インフルエンザに関連す

る研修等を取り入れた研修計画を策定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍以降に実施した参加型研修の概要を図 5

に示した。2021年は研修 2週間前から研修期間の

5 日間、研修生に健康チェックシートの記入を依

頼し体温測定、体調のチェックを行った。毎朝登

庁時に入口で検温、手指消毒を行い、研修担当者

が研修前に健康チェックシートを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修スケジュールの一例を表 3に示した。農場実

習は、東京都農林総合研究センター（以下、「農総

研」という。）における研修も含め計 3回行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

繁殖検診の 2回は、それぞれ特徴が異なる農場で

実施した。高病原性鳥インフルエンザに関する研

修は、鶏の扱いからスワブ採取、採血、簡易検査、

炭酸ガスによる安楽殺、解剖、発育鶏卵接種によ

るウイルス分離、遺伝子検査まで、実際の業務で

実施する全ての過程を網羅した。解剖は一人 1羽

ずつ行った（図 6）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

酪農場における実習の概要を図 7に示した。農総

研において、図に示す一連の実習を行った後に、

都内の酪農場で実習を行った。 
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採血などの家保業務に加え農業共済組合が行う

繁殖検診に参加し、繁殖に関連する一連の業務の

見学や体験を行った。終了後は、農場の経営者か

ら、農場の特徴や経営コンセプトなどに関する説

明を聴講した。農総研で実施した実習の様子を図

8に示した。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 参加型研修の感想 

 参加型研修の感想について、アンケート調査結

果から抜粋した（表 4）。様々な感想があるが、何

れも肯定的な内容で、実際の農場において身をも

って研修体験できたことが自身にとって貴重な

経験であったという内容に集約された。コロナ禍

において、大学では経験することが困難な現場で

の体験が学生のモチュベーションや学習意欲の

向上に繋がっていると思われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学生の職場体験 

１ 職場体験受入れの経緯と概要 

 当所における初の試みとして中学生の職場体

験受入れを行った（表 5）。2022年 6月、日の出

町立平井中学校から職場体験受入れの依頼があ

り、所内で検討の結果、コロナ感染症対策のた

めの人数制限等を実施の上受け入れることと

し、2022年 9月 12日から 14日までの 3日間、2

学年の生徒 2名を受入れた。 

 

 

 

 

 

 

 

中学校の職場体験実施要項で示された目的に

は、「望ましい職業観、勤労観を身に付けるこ

と、学ぶこと、働くことの意義の理解」とあ

り、研修内容について所内で検討し、獣医学生

研修のノウハウを活かしつつも、中学生が理解

し易い内容にするとともに、勤労観の醸成とい

う点にも配慮した。 

２ 職場体験の内容 

 職場体験のスケジュールを表 6に示した。獣

医師の仕事や家保の業務説明に関する座学、中

学生向きにアレンジしたウイルスや細菌、病

理、生化学検査などを行った。また、勤労観の

醸成と言う観点から、当所で飼育している鶏の

世話や有精卵のふ卵器への入卵作業、作業後の

後片づけなども組み込んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学生の職場体験用に工夫した内容の例を図 9

に示した。概要説明の座学では、中学生用のス
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ライドを新たに作成し、獣医の仕事や獣医師に

なるための方法、東京の畜産の特徴や家保業務

に関する説明を行った。遺伝子と PCR検査で

は、PCR検査に関する座学の後、食塩や食器洗い

用の中性洗剤、消毒用エタノールなど、身近に

ある材料を用いて鶏卵からの DNA抽出の実習を

行った。細菌検査では、常在菌をテーマとし、

手のひらや植物の葉など、身近にあるものを培

地にスタンプして培養し観察した（図 10）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 職場体験の感想 

 職場体験後に中学生から送られてきた感想文

の一部を表 7に示した。内容から、今回の当所

での経験が参加生徒にとって、これまでに経験

したことの無い、新たな仕事の発見であったこ

と、所内で工夫して行った研修が、楽しく学ん

でもらえた様子が伺われた。また鶏の世話も最

初はこわごわとおこなっていたものの、毎日継

続することで次第に慣れ、3日間やり遂げること

ができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考  察 

 コロナ禍は我々の生活に多大な影響を及ぼし

たが、一方でテレワークをはじめとする当所業務

の在り方を見直す機会にもなった 5)。学外実習も

その一例として挙げられる。2020年はコロナ感染

症感染防止の観点から、参集による実施を中止、

その代替として業務紹介動画を作成してオンデ

マンドによる配信により実施した 6)。この方法は、

参集によるコロナ感染の危険が無いことや、学生

の都合に合わせて視聴が可能であること、また繰

り返し視聴が可能なため、学生の理解が深まるな

どの利点があり、今後新たな感染症の流行や何ら

かの要因により通常の実施が困難になった場合

に応用できると思われた。また、作成したコンテ

ンツは当所の業務照会や情報発信にも応用可能

であり、実際に 2022 年の参加型研修に参加した

学生に対し参加前の予習用としてコンテンツを

送付し視聴してもらったところ、当所業務の概要

が概ね理解できた、高病原性鳥インフルエンザ発

生農場における防疫作業の概要がわかった等好

評であった。今後は作成したコンテンツのアップ

デートや新たなコンテンツの作成等により更な

る充実を図ることが重要と思われた。一方、参加

型研修は、2020年はコロナ感染症予防のためのワ

クチン接種開始前であり、研修生の安全確保を十

分に図ることが出来ないという理由から受入れ

中止となったが、2021年以降はワクチン接種も開
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始され、感染防止のために必要な対策も具体化さ

れてきたことから必要最小限の受入れから再開

した。受講生との意見交換会やアンケート調査結

果から、参加型研修は職業選択のための指針とし

て、また大学の授業の意味を再認識し補完する意

味からも重要で、産業分野関連獣医師への就業の

動機付けや学習意欲の向上に繋がったと考えら

れ、今後も継続することが重要と考えられた。ま

た、中学生の職場体験は、体験終了後に生徒が学

校で発表を行い、教師やクラスメイトに家保の業

務内容を紹介するため、生徒がより正確に当所設

立の意義や業務内容を伝えることが出来るよう、

クイズ形式の復習テストを作成し実施するなど

の工夫も行った。中学生がクラスで発表を行い、

当所業務の内容が教師やクラスメイトに共有さ

れ、牽いては地域住民の方々にも認知されより良

い信頼関係が構築される効果も期待された。一連

の対応により、参加生徒が将来の自分の職業選択

について考える機会を与え、職業観や勤労観の醸

成、学ぶことや働くことの意義を理解するための

一助になったと推察され（表 8）、今後も可能な範

囲で受入れを行うべきであると思われた。最後に、

獣医学生の研修に多大なるご協力を賜った公益

財団法人東京都農林水産振興財団東京都農林総

合研究センター畜産技術科ならびに青梅畜産セ

ンターの職員の皆様、NOSAI 東京（東京都農業共

済組合）の北村知也氏、富田豊氏に深謝いたしま

す。 
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